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英国オープンユニバーシティ
放送大学教授

青木久美子

背景
• 1969年設立

• １３の地域センター + 350の学習センター

• 学生数 約264,000名
• 学生の平均年齢は年々低くなっている → 2011年度における25歳以
下の割合は17%で、これはその前の年の6.4％から急増

• 12,000名の障がい者

• 英国のパートタイム大学生の3分の１がOUの学生

• 18,000人が海外在住

• 7割以上の学生が社会人

• Supported Open Learning
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カリキュラム

• 1コース １５・３０・６０ポイント（1ポイント10時間の学習時間）
• 通常の大学の3~4科目が1科目

• 典型的なモジュールは60ポイントで、週16時間の学習時間を9か月に
わたって継続することを想定

• 300ポイント履修で卒業可能

• 2012年の全国学生調査で93%の満足度

コース制作・デリバリー

• コース制作はOU専任教員とプロジェクトマネージャー、学習

テクノロジスト、プログラマー、グラフィックデザイナー、エディ
ター等の数人からなるコースプロダクションチームで行われる
• 制作期間は1・5年~2年

• コース実施は、Associate Lecturersと呼ばれるチューターが、
15~20名の学生の集団に対して責任を持ち、コースの進捗、
質疑応答、課題の添削等を行う

• 期末試験はコースチームが作成し、全国の学習センターで行
われる

• 学生の成績に関しては、Associated Lecturersが添削した課
題と、期末試験の点数の両方を合わせた形で付けられる
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教育システム

• 様々なメディアを活用した高品質な教材

• 印刷・ビデオ教材等の情報伝達手段のみならず、学習者のアクティブ
ラーニングを促す様々なツールを活用

• 地域ベースの学習サポート
• チュータは、対面あるいは電話・オンラインで学習者を指導

• 対面チュートリアルは必須ではない

• 対面チュートリアルは全て、コースに関連して開催される

• 障がいを抱えた学生へのサポート提供

• システム化されたコース・プログラム提供

今年度の課題

• 英国政府の高等教育改革のため、2012年10月から学費が以
前の5倍となる

• 以前は運営補助金という形で政府から助成金を大学がもらっていたが、
それは奨学金や学資ローンという形で学生に直接支給されることとなっ
たため

• 学生は奨学金やローンを受けるには、学位や資格取得として履修しな
ければならない

• 従来は、モジュールベース（科目履修生のようなもの）で履修する学生がほと
んどであった

• それでも、英国の他大学と比べると最も低い学費
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ICT活用（2011年8月時点）

• 1か月27,750名の学生がモバイル端末からOUウェブサイトに
アクセス

• 4000万のiTunesからのOU教材ダウンロード（9割が国外から
のアクセス）
• 「初級フランス語」と「初級中国語」が最もポピュラー

• 1800万のOpenLearn（OUの無料の教材サイト+ソーシャルメ
ディアサイト）ビジット

• YouTubeに800あまりものビデオをアップロード

• 54,000名のOUのFacebookページ登録

• Twitterも積極的に活用

単位認定

• 2012年10月から他大学等で取得した単位等を積極的に認め
ている

• OU入学前に申請しなければいけない

• 30単位のユニットで認定

• 16年以上前に取得した単位は認められない

• 学部のレベル１・２への単位認定は可能だが、レベル３の単位
互換認定は行わない
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米国におけるオンライン教育
放送大学教授

青木久美子

オンラインクラス受講者数

出典：Going the Distance：Online Education in the United States, 2011
（http://www.onlinelearningsurvey.com/reports/goingthedistance.pdf）
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対面と比較したオンライン教育の学習効果

• オンライン教育は対面教育より質が劣ると考える割合は年々
減っている

オンライン教育の効果は検証済み
• 米国教育省が2009年に出した報告書「Evaluation of Evidence-Based 

Practices in Online Learning: A Meta-Analysis and Review of Online 
Learning Studies」

• オンラインで受講した学生は、同じ科目を従来の対面授業で
受講した学生よりも平均して良い成績を示した

• オンラインで受講する学生は対面で受講する学生よりも学習
時間が長く、学習効果が高い

• 科目内容、学生の学習スタイルに関わらず、オンライン学習
は効果的である

• オンラインのビデオ講座や小テスト等は、あまり効果が見ら
れない
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学生の満足度

• 学生の満足度
はオンラインも
対面もあまり変
わらないと大学
側は考えている

柔軟性の比較

• オンライ
ン教育
の強み
は柔軟
性
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公開教育リソース（OER)の重要性

• 今後の重要性を
認めない大学は
少数派

大学にとってOERとは？
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米国の大学生の在籍機関

米国大学の種別学生在籍率




